
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

労働環境が大きく変わるなかで、2024 年問題としてマスコミでも日々取り上げられている「建設業・ドライバー・医師等の

時間外労働の上限規制」などの改正が行われ、各事業者は対応に迫られています。 

また、ワークライフバランスへの配慮や残業の削減を行うことがスタンダードになり、生産性向上が要求されています。 

そのためには、社内のモチベーションを高め、自らの力を十分に発揮してもらうよう上司と部下が円滑にコミュニケーションを

とれる “職場環境” づくりと個々人の生産性の向上が有効です。 

本セミナーでは、働き方改革法案が及ぼす影響を学びつつ、それに対応するための残業を減らすようなチームビルディン

グ・時間術について時間管理のプロが分かりやすく解説いたします。 

制度改正等の課題解決環境整備事業 

対象者 中小・小規模事業者（会員・非会員問わず） 

会 場 焼津商工会議所 2 階会議室 

日 時 

必要事項をご記入の上、FAX  もしくは右記 QR コードよりお申込みください。 

受講料 

無 料 

ｶﾘｷｭﾗﾑ 

①労働法制の改正内容について 

②働き方改革が中小・小規模事業者に及ぼす影響 

③働き方改革に対応するためには 

～経営者・リーダー目線～ 

・上司と部下、ワンチームになるコミュニケーション 

・他人の時間を上手に使う「任せ方」 

・PDCA ワンチーム仕事術 

④働き方改革に対応するためには 

～従業員目線～ 

・1 日 30 分を短縮する片づけ術 

・仕事を速く集中して行う最も重要な習慣 

・先延ばししたい仕事を終わらす技術      など 

定 員 20 名程度 

主 催     焼津商工会議所 

FAX 

諸般の事情により、やむを得ず変更または中止する場合があります。 
ご記入頂いた個人情報は、本セミナーの運営、情報提供等に利用するほか、参加者の実態調査・分析のために利用する
ことがあります。 

申込書 

事業所名 

所在地 

受講者名 E-Mail 

TEL 

〒 

大学講師、人材支援開発会社、税理士、建設会社経理担当取締役、 

著者など９つの仕事を掛け持ちする時間管理の専門家。 

ビジネス書やセミナー受講によりタイムマネジメントのノウハウを取得、実践する

ことで生産性を下げず残業を減らす仕事術を確立した。自ら習得した「時間

管理術」をベースに、生産性向上の研究を日々続けている。 

時間管理アドバイザー 

税理士 

講 師 

石川 和男 氏 

時間管理のプロから学ぶ
生産性向上で


